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感染症に立ち向かう大村智記念研究所募金の主な使途

北里大学大村智記念研究所  ～感染症に立ち向かう大村智 記念研究所募金～

学校法人北里研究所　総務部　企画課
団体連絡先

〒108-8641　東京都港区白金５丁目９番１号
TEL:03-5791-6479・6451　FAX:03-3444-2530
URL：https://www.kitasato.ac.jp/jp/contribution/index.html

①新型コロナウイルス感染症の征圧に向けた感染制御研究「COVID-19対策北里プロジェクト」の推進
②天然物創薬推進プロジェクトの推進
③アフターコロナ社会を見据えた未知の感染症に対する研究の促進と感染症研究の人材育成

ご寄付に対する税制上の優遇措置

学校法人北里研究所は、特定公益増進法人および租税特別措置法に規定する要件を満たす学校法人としての指定を受けております。
これにより、ご寄付は税制上減免税の優遇措置が受けられます。
・ 寄付金の領収証・特定公益財団法人である証明書を郵送します。
・ 寄付金控除を受けるためには、確定申告の際に寄付金領収証・証明書を添付してください。

◆寄付金は寄付金控除の対象となります。

ご寄付に対する謝意・特典

・ 大学webサイト内にて芳名を掲出致します。
◆その他
・ 年に１回「活動報告書」をお送り致します。
◆活動内容を報告します。
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ご支援でできること

①新型コロナウイルス感染症の征圧に向けた感染制御研究「COVID-19対策北里プロジェクト」の推進

●イベルメクチンの医師主導治験
●COVID-19粘膜免疫ワクチンの研究開発
●次世代型新型コロナウイルス多検体検査法に関する研究
●漢方プロジェクトによる新型コロナウイルス感染症後遺症治療研究　等

②天然物創薬推進プロジェクトの推進

微生物由来の生物活性天然物の発見とそれを利用した創薬を推進します。
プロジェクトを主宰する大村智特別栄誉教授（スペシャルコーディネーター）は現在
までに500以上の新規生物活性天然物を発見。そのうちの26種類の新規生物活性
物質は、ヒトや動物の健康に重要な医薬品、農薬、生化学研究の重要な試薬として
一般的に使用されています。

③アフターコロナ社会を見据えた未知の感染症に対する研究の促進と感染症研究の人材育成

感染制御のパイオニアとして歩んできた経験、教訓を生かし、アフターコロナの社会を見据え、未知の感染症に対する
研究などを推し進めるため、新興・再興感染症征圧に関するワクチンや治療薬の開発研究、薬剤耐性菌感染症治療薬の
創薬研究、途上国で問題になっている熱帯病治療薬開発など、グローバルかつ中長期的な視点で感染症征圧に向けた
様々な研究に取り組みます。
また北里の感染症研究の伝統を受け継ぐため、次世代の感染症研究を担う人材を育成します。

北里大学大村智記念研究所は、2015年にノーベル生理学・医学賞を受賞した大村智博
士の名を冠し、学祖北里柴三郎から続く感染制御の伝統をさらに発展させ、引き続き世界
の感染症研究をリードするとともに、21世紀の新たなる扉を開くべく、2020年4月北里
生命科学研究所から改称いたしました。
「COVID-19対策北里プロジェクト」でも中心的な役割を担い、本プロジェクトの開始か
ら1年余りで、多くの研究を実施し、その成果を社会に還元してまいりました。しかしなが
ら新型コロナウイルス感染症の征圧には、これまでの研究成果を踏まえたうえで、
COVID-19対策北里プロジェクトを含めた法人として取り組む感染症研究をさらに次の
フェーズに進めなければなりません。また新型コロナウイルス感染症のパンデミックが収
束したアフターコロナの社会を見据え、数年先に確実に襲ってくるであろう未知の感染症
に対する研究などを推し進めるため、新たに「感染症に立ち向かう大村智記念研究所」募
金を開始いたしました。今後「COVID-19対策北里プロジェクト」はもちろん、人類の脅威
となる様々な感染症の征圧を目指して一層の最先端研究に取り組むとともに、次世代を
担う一流の研究者育成にも取り組んでまいります。

大村智記念研究所長
砂塚 敏明
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